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山
形
大
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こ
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し
た
偏
見
を
拭
い
去
り、
理
学
部
や
工
学
部
の
女
子
志
願
者

を
増
や
そ

う
と
す
る
取
り
組
み

を
今
年
度
新
た
に
始
め
た

。
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工
系
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女
性
研
究
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子
大
学
院
生
が
中
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高
校
を

訪
れ、
直
接、
女

子
生
徒
た
ち
に、
研
究
の
面
白

さ
な
ど

を

伝
え
て

い
る。
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今
年
度
は
瞑
内

の
中
高
4
校

ず
つ、
計
8
校
で
の
活
動
を
予

定
し
て
お
り、
栗
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教
授
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究
の
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読売新聞 2020年8月13日 に掲載されました。




